


 

今年度から、尾鷲市福祉保健課に「子育て支援係」を新設しました。 

係長（社会福祉士）、保健師２名、社会福祉士、発達支援員（保育士）、家庭児童相談員等で、発

達支援を含めた児童福祉の強化を目指し、力を合わせて頑張っています。 

また、尾鷲市では、妊娠・出産、保育園・幼稚園、小学校へと、途切れのない支援ができる体制

として、福祉保健課（保健師、社会福祉士、保育士）と教育委員会（教員）で「チームおわせ」を

構成し、5歳児巡回訪問や園、小学校訪問、年 2回の保幼小連絡会等を実施しています。 

さらに、早期からの発達支援にも力をいれており、毎日通う園での適切な支援が子どもたちの成

長に効果的であることから、保育園、幼稚園と連携して、平成 16年度から「CLMと個別の指導

計画」を導入し、現在は、市内の全園で実施しています。 

 

今年度からは、「CLM と個別の指導計画」専任コース研修を修了した保健師が加わり、「CLM

と個別の指導計画」のさらなる普及、実践につながるよう力を入れ取り組んでいます。 

巡回指導では、CLMコーチと発達支援員が、保育園、幼稚園を巡回して、園長、主任、担任、

加配保育士と、CLMプランを検討、作成し実践につなげています。 

そして、特別支援サークル（保育士研修）において、実践している CLMのプランや支援グッズを

持ち寄り、取組内容やその成果を発表し合い、共有して、保育士のスキルアップにつなげています。 

 

 保育士からは、「子どもの成長を感じることができた」「クラスの支援にもつながりクラス全体が

落ち着いた」「成功体験の積み重ねやほめる支援が子どもの自信につながることを実感した」「要因

を知ることが適切な支援につながることがわかった」「CLMでの気付きや学びを普段の保育に生か

すことができた」などの声がきかれ、CLMを活用した発達支援の成果を日々実感しています。 

今後も、子ども心身発達医療センターさんのご指導をいただきながら、CLMを中心とした発達

支援の充実に努めるとともに、保健・福祉・教育の連携を強化し、子どもたちが安心して笑顔で成

長できるよう、支援の向上に努めていきたいと思っています。 

 

                    
                                 ＜評価会＞ 

 ～子どもの笑顔は先生の笑顔から～       担任、園長、主任、小学校の先生も 

 「チームおわせ」と各園の皆さん        交えてロールプレイで確認します。 

   






